
モデル教室の実施

車椅子体験高齢者体験高齢者体験

座学

バス乗車体験

鉄道会社からのお話バスカード利用 運賃の支払い

時刻表の見方

ワークショップ 修了証授与

電車乗車体験

教室のプログラム例
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学習
プログラム

作成

教室の
開催

教室
参加者
募集

教室の
評価

フィードバック
例１）標語コンテスト→車内、公共施設等への展示

例２）参加者から提案された施策の検討、実現

公共交通の利用促進を目指します公共交通の利用促進を目指します

お申し込み

参加人数、日程、希望内
容等を申込用紙に記入
して申し込む

協議①

申込用紙を元に、

学習プログラムの
詳細を決定

マッチング

交通事業者等への
協力依頼

資料やグッズの準備

クイズや時刻表等の資
料、体験グッズ等を用意

協議②

プログラム、資料等の
最終確認

運営

教室設営、進行、指
導、体験補助等

アンケートの記入

今後の参考とするため
アンケートへのご協力を
お願いします

～1ヶ月前 当日

約３週間前

教室終了後

運営補助

参加者の集合・解散、
進行・指導等の補助

青文字は、参加団体様のご参
加・ご協力が必要な事項です。

その他、県・市町村・運行事業
者等で行う事項です。

33
教室の
準備

約１週間前

教室開催の仕組み公共交通教室とは

公共交通教室のねらい

自治体、交通事業者等の連携による公共交通に関する
学習機会提供の仕組み

宮地岳志（㈱バイタルリード） 榊原弘之（山口大学大学院） 秦日出海（国土交通省中国運輸局企画観光部）
山崎直和（山口県地域振興部交通運輸対策室） 西村智明（㈱バイタルリード）

～地域における公共交通教室普及促進プロジェクト～
平成２０年度地域公共交通活性化総合プログラム

バスや鉄道などの公共交通及びそれに関係する社会問題について、小学生、
高齢者を含む地域住民が、公共交通事業者、地方自治体などの主催者と共に
学ぶことです。これにより、参加者の公共交通に関する意識の向上、主催者と
参加者との結びつきの強化を目指しています。そして、それらを基盤として最終
的な目標である、各自による積極的な公共交通利用、各種主体の自発的、かつ
主体間の連携が図られた利用促進策が実施されることを期待するものです。

●地域住民（参加者）にとって・・・
公共交通教室への参加を通じて、地域の公共交通について広く、深く知ること

により、公共交通の仕組み、利用方法、また、それが関係するバリアフリー、地
球温暖化などの社会問題について学ぶことができます。ある人は、これまで不
便だと思っていた公共交通の便利さに気付くことができます。またある人は、公
共交通が多様な人が利用できるように多くの工夫があること、自動車を利用でき
ない人にとっては、不可欠な移動手段であることになどに気付くことができます。

●交通事業者にとって・・・
公共交通教室は、自分たちが地域の移動を確保しているという社会的意義を

広くPRできる場となります。直接地域住民と触れ合い、利用者の意見を聞くこと

によって、新たな改善点を発見できます。また、地域住民の期待を肌で感じ、こ
れまで以上に自身の仕事に誇りを持てるようになるかもしれません。

●自治体にとって・・・
公共交通教室は、地域の公共交通の主な関係者である地域住民、交通事業

者及び自治体が、利用促進を主眼に建設的に様々なことを話し合う良い機会と
なります。自治体が行っている公共交通及びそれに係わる施策について、住民
の生活などと関連づけて説明することにより、自分のこととして考えてもらうきっ
かけになります。
また、公共交通教室を公共交通の施策体系の中に位置づけて実施することに

より、既存の施策との相乗効果が期待されます。

バス路線沿線における
モデル教室開催

協力：防長交通株式会社

車椅子体験 高齢者体験（乗降） ふりかえりクイズ

バスカード体験バス車両説明乗り方説明

山口市立大殿小学校

山口市社会福祉協議会小郡支部

バス車両説明 バスカード体験

バスブックの見方学習

バリアフリー学習

環境学習 感想発表
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鉄道沿線における
モデル教室開催

協力：錦川鉄道株式会社

高齢者体験（切符購入）両替・運賃支払体験導入クイズ

ふりかえりクイズ鉄道豆知識クイズ高齢者体験（階段昇降）

岩国市立美川小学校
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券売機等説明 新型車両の説明 乗り方クイズ

「育てる会」の取組み説明 ワークショップ ワークショップ結果発表

NPO法人ほっとにしき
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窓口

みんなが利用したくなる
生活交通推進会議

事務局： 山口県バス協会 電話（083）922-5031
山口県交通運輸対策室 電話（083）933-3120 

URL http://www.y-kotsu.jp/

開催者

・交通事業者
・自治体
・NPO
など

参加者

・学校 ・自治会
・高齢者団体 ・子ども会
・NPO ・その他各種団体

施設への常設掲示
・市役所
・主要駅
・交通安全学習館 など

ちらし配布
・各種団体
・交通安全教室
・バスまつり など

申
込
用
紙
に
よ
る
申
し
込
み

WEBでの情報提供
・みんなが利用したくなる
生活交通推進会議

・やまぐち教育応援団
（県教育委員会） など

公共交通教室PR
（直接的な働きかけ）

公共交通教室PR

申込状況

開催情報

公
共
交
通
教
室
に
関
す
る
情
報
提
供

参加者募集の仕組み
累積時間 分類 内容 所要時間 担当 教材、資料等 

0 分 学習の導入 

■講師紹介等 
■今日の学習について 
 ・今日はバスについてみんなと一緒に勉強したいと思います。 
 クイズ１）学校の近くを走っているバスは、どちらでしょう？（２つの写真のうち１つを選

ぶ） 

5 分 事務局 ①クイズボード 

25 分 
乗車体験、高齢者疑似体験、車

椅子体験 

■バスの利用について 

 ・利用したことがある人？ 
■利用方法の説明 
 ・利用したことがある児童がいる場合は、児童より説明、補足説明を事務局 
 ・利用したことがある児童がいない場合、交通事業者または事務局より説明 

クイズ２）乗ってから降りるまで、どうすればいいでしょう？（順を追って一つずつ質問・
解説する） 

■利用疑似体験（駐車場の停車車両で疑似体験） 
 ・整理県をとって乗車 

 ・車両・乗り方説明（整理券の取り方、バスカードの通し方） 
 クイズ３）車内でのマナー違反は、どれでしょう？（一つずつ、○または×？を聞く） 

・降り方（車内放送を聞いて降車ボタンを押す、運賃表の見方、支払い方法（現金・バスカ
ード）について） 

・バスカード体験者（5 名） 
■車椅子体験･･･車椅子利用者の気持ちを持ってみましょう。 
・代表者 1 名が車椅子に乗り、事務局がサポートし、バスの乗り降りを体験する。 
■高齢者疑似体験…バスはみんなが乗れるように工夫されています。高齢者の気持ちを持って

みましょう。（１人につき１人サポート、以外の児童は観察） 
 ・代表者数 2 名が高齢者疑似体験の装備をつけてバスの乗り降り、バスの運賃表を見る、財

布からお金を出し入れの動作を体験する。 
※利用疑似体験終了後、車椅子体験、高齢者疑似体験の準備を行う。車椅子体験実施中に、高

齢者疑似体験グッズの装着を終える。 
 

20 分 
事務局 

交通事業者 

②バス車両 
①クイズボード 
③利用方法説明資料 
④デモ用バスカード 
⑤デモ用バス運賃 
⑥高齢者疑似体験グッズ

（ゴーグル、チョッキ
手袋） 
⑦財布、小銭、テーブル
⑧車椅子 

35 分 バスについて 

■バス停について 
 クイズ４）学校の近くのバス停の名前を知ってますか？（写真を見ながら） 
■路線図、時刻表について 

 路線図、時刻表のイメージ写真を見せて、知っているかどうか？ 
 クイズ５）防長バスの時刻表や経路などは、どうすれば分かるでしょうか？ 
 クイズ６）次のところへ行きたい場合、どこで降りるとよいでしょうか？ 
■バスの工夫（バリアフリー） 
 クイズ７）このバスは工夫がされています。どこでしょうか？（写真を見ながら） 
 クイズ８）これは、何のマークでしょうか？（写真を見ながら） 

10 分 事務局 ⑤クイズ PPT 

40 分 クイズの復習と質問タイム ■公共交通教室で学んだことに関するクイズ（8 問） 5 分 事務局 ⑤クイズ PPT 

45 分 
感想発表 

修了記念品授与及び挨拶 
■ 児童の代表者による感想発表（高齢者疑似体験２名、バスカード体験 1 名、車椅子体験１名） 
■ 運輸支局長より児童代表者に修了記念品授与とあいさつ 

5 分 
担任教諭 
事務局 

⑥記念品（ペーパークラ
フト） 

45 分 授業終了  - - - 

宿題、作品募集について 

■宿題の説明 
・児童及び保護者：お家の人と考えよう（公共交通教室に関するクイズ、利用促進策） 

■バス利用促進に関する標語の作品募集 

・最優秀賞：バスにちなんだ賞品（バスカード） 

- 担任教諭 
⑦宿題シート 
⑧標語コンテスト応募用
紙  

教室の感想記入 ■感想記入 - 担任教諭 ⑨アンケート＆感想用紙

 

仕組みができてからの実績

★山陽小野田市、船木鉄道株式会社
による小学校(1校)、養護学校（1校）
での開催

★山口市、防長交通株式会社によるノー
マイカーウィークイベントでの開催

★宇部市、宇部市交通局による小学校
（2校）での開催
★下関市、サンデン交通株式会社、

ブルーライン交通株式会社による
小学校（3校）での開催

学習プログラム作成の例

公共交通教室開催
マニュアル

学習機会の拡
大・充実・普
及のしかけ


